




An investigation into the impact on career continuation 
by the influential people in the childhood 
o
　第２次世界大戦後の数年間に生まれた人たちは，団塊の
世代と呼ばれ，戦後のベビーブームで，小・中・高と１ク
ラス50人学級で，誕生から現在にかけ人口が多い世代であ
る。学校給食もアメリカが支給する脱脂粉乳とボソボソの
コッペパンとカレーで育った。
　当時，大卒女子は社会の需要が無く公務員以外は，民間
企業も採用しなかった。1964年のアジアで初めての東京オ
リンピックやその後の大阪万博をはさんで，国内は好景気
で新幹線が列島を縦断していたが，大卒女子は肩身の狭い
思いをしていた。
　そのような中，高校の数学教師が編み出した，個人別・
セルフ・ラーニングシステムの学習塾が，大卒女子を拾い
あげ，全国展開を始め，一大ブームとなる。
　結婚退職をした大卒女子は，数学・英語・国語・フラン
ス語・ドイツ語のフランチャイズ形式の教室の指導者兼経
営者となった。彼女たちは，家族や仲間，地域の人々に支
えられ，10年から40年余り休むこともなく指導経営を続け
てきた。
　安定した収入の補償も無いのに，景気の減速や少子化も
経験しながら，どうしてこのように長く教室を指導・経営
してこられたのか，そこには幼児期からの重要な人との関
係があるのか，インタビューを通して考察を試みた。
　インタビュー形式で職場にいる110人の中の所沢・新座・
入間・狭山・飯能・秩父に教室をもつ，10年から40年以上，
仕事を継続してきた15人に調査の趣旨を説明し，依頼の文
書を郵送し，11人からインタビュー承諾の返事を頂いた。
　仕事は1年中大忙しであるが，比較的余裕のある７月から
９月初旬に彼女たちの教室などで実施した。質的研究の代
表的手法である と，臨床心理学の質的研究を参考
にインタビュー内容についてモデル図を作成した。
　大切な人からの影響と仕事を通しての学びの喜びから,
社会で働くことの困難な道を自分らしく持続的に選び取っ
たプロセスが現れた。
　結婚退職をし，何か仕事をしたいと，燻っていた大卒女
子は，個人別学習で一人一人の能力を伸ばすことの可能な
公文式学習塾の指導・経営者になった。教職資格を持って
いたり，会社では電気計算機や企画の仕事を任されていた
彼女たちには，適職の一つであった。
　両親・家族・地域の支援を受けて彼女たちは幼児から児
童・生徒・社会人まで，このスモール・ステップの教材を
使い,仕事で出会う子どもや保護者から元気をもらい，現在
まで仕事を生活のルーティンとして，自活していた。
　幼少期から現在に至るまで，彼女たちは，両親・兄弟姉
妹・親戚や学校の先生・地域の人々に温かく支えられてき
た。愛着形成において，彼女たちは十分な養育や愛情を受
けてきた。人は，自身が受けてきたことは，次世代や他人
に伝えたいと考える。不易流行である。
　 で分析した11人のインタビュー内容は21のコー
ドと９つのカテゴリーに分類されたが夫々は密に繋がって
いた。教育は忍耐のいる，それほど収入に結びつかない職
業ではあるが，地球上の,どの国・地域でもこの文化や知的
財産を受け継いでいくのは，目の前の子どもたちである。
子どもたちが可能性を伸ばすために自身も常に研鑽をし，
この仕事を続けることが生きがいになっていた。
　
論
　1970年代から2010年にかけ大卒女子は，社会の受け入れ
態勢が無い中，学習塾指導・経営の仕事を見つけ，社会で
仕事をしたい思いと子どもの可能性を追求する思いで，
10 40年以上にわたり仕事を続けることが出来た。原因の一
つである幼少期からの自身への愛着形成期の大切な人たち
の影響は見逃せない。
